
株式会社DXパートナーズ作成 

DXPの「勝手にDX」提案 

「勝手にDX」とは、日本の有力上場企業365社を対象に、その主力事業の「デジタル時代の、デジタ
ルを前提にしたビジネス」「デジタル時代に成功し成長するビジネス」バージョンを株式会社DXパート
ナーズ (DXP) が「勝手にDX」提案するものです。本提案は、当社が開発した「デジタル時代のビジ
ネス」創出・成功・成長のための科学的実践方法論「DXの科学」®に基づいて生成AIに自動生成さ
せました。貴法人に関する情報ならびに関連する情報は、インターネットから自動収集したもので

す。なお、一部に不正確な情報を含んでいるかも知れませんので、ご注意ください。 

本提案についてご質問等ございましたら、下記URL (当社HP) からお問い合わせください。 

https://www.dxpartners.co.jp/contact-us 

 
デジタル変革 (DX) 提案書：トヨタ自動車株式
会社 
「ゲームチェンジャー」を超え、「ルールチェンジャー」としてのモ

ビリティライフOSの構築 

1. エグゼクティブサマリー：経営層への提言 
1.1. 勝利の只中で迫る「ルールの終焉」 
トヨタ自動車株式会社（以下、トヨタ）は現在、自動車産業の頂点に君臨しています。年間販売台数

1,000万台を超え、営業利益は5兆円規模に達するなど、その製造能力、販売網、そして「トヨタ生産
方式 (TPS)」による現場力は、アナログ時代のビジネスモデルにおける完成形と言っても過言ではあ
りません 1。マルチパスウェイ戦略による電動化への現実的なアプローチも、市場の支持を得て奏功
しています 3。 

しかし、株式会社DXパートナーズ (DXP) が提唱する「DXの科学」®の観点から現状を俯瞰するとき、
この圧倒的な成功こそが、次なる時代への移行を阻む最大の障壁となり得ることが示唆されます。

現在のトヨタは、既存の自動車産業という「ゲーム」の中で圧倒的な強者ですが、そのゲームのルー

ル自体が今、デジタル技術と生成AIの台頭によって根底から覆されようとしているからです 4。 

本提案書の核心は、「ゲームチェンジャー（Game Changer）ではなく、ルールチェンジャー（Rule 
Changer）になれ」という一点に集約されます。 



ゲームチェンジャーとは、既存の市場や競争ルールの中で、技術革新や業務改善を通じて競争優位

を確立する存在です。例えば、全固体電池の実用化や、より熱効率の高いエンジンの開発、あるい

はサプライチェーンのさらなる効率化は、あくまで既存の延長線上にある「ゲームチェンジ」の範疇に

留まります。これらは重要ですが、アナログ時代の「リニアな成長（線形的な成長）」の限界を超える

ものではありません 4。 

対して「ルールチェンジャー」は、価値創出のメカニズムそのものを変革します。それは、「自動車とい

うハードウェアを販売し、対価を得る」というリニアなビジネスから、「モビリティを中心とした生活のエ

コシステム（場）を提供し、ネットワーク効果によって価値が自己増幅する」というノンリニアなビジネ

スへの転換を意味します。この変革を実現するためには、デジタル技術を単なるツールとして「活用」

するのではなく、ビジネスの前提そのものを「デジタル」に置き換える「デジタル・プレミス（Digital 
Premise）」への移行が不可欠です 4。 

1.2. 「無選択型意思決定」時代への備え 
さらに、生成AIの進化は、顧客の購買行動を根本から変えようとしています。DXPが提唱する「無選
択型意思決定理論」によれば、将来の顧客は、膨大な選択肢の中から自ら商品を「選ぶ」ことをや

め、信頼できるAIエージェント（執事）の提案を「承認」するだけの存在へと変容します 4。 

もしトヨタが単なる「ハードウェアメーカー」に留まり続けるならば、顧客との接点はAIエージェントを所
有するプラットフォーマー（Google, Apple, Amazon, あるいはTeslaなど）に奪われ、トヨタ車はそのAI
によって選ばれる（あるいは選ばれない）単なる「移動デバイス」としてコモディティ化するリスクがあ

ります。トヨタが生き残る道は、自らが顧客の信頼する「執事（AIエージェント）」となり、顧客の生活全
体をオーケストレーションする立場になることです。 

1.3. 提案の骨子 
本レポートでは、「DXの科学」®に基づき、トヨタの現状を「アナログビジネスモデルキャンバス」で分
析し、その限界を明らかにします。その上で、目指すべき未来像としての「デジタルビジネスモデル

キャンバス」を描き出し、アナログ時代の「自然吸気エンジン」から、デジタル時代の「ツインターボ顧

客価値創造エンジン」への転換を提案します 4。 

これは、単なるITシステムの導入やアプリ開発の話ではありません。トヨタが誇る「カイゼン」の精神
をデジタルの世界に拡張し、物理的なモノづくり（アナログ）とデジタルなコトづくり（デジタル）を融合さ

せた、世界初の「モビリティライフOS」企業へと進化するための、経営構造そのものの変革提案で
す。 

2. 理論的枠組み：「DXの科学」®による構造解析 
本提案書は、DXパートナーズの独自理論である「DXの科学」®を分析の基盤としています。特に以下
の3つのフレームワークが、トヨタの変革を設計する上で重要な役割を果たします。 



2.1. 「アナログを前提」と「デジタルを前提」の断絶 
多くの企業がDXに失敗する原因は、既存のアナログなビジネスプロセスを維持したまま、部分的に
デジタルツールを導入しようとする点にあります。これをDXPでは「デジタライゼーション（デジタル活
用）」と呼び、真のDXである「デジタルトランスフォーメーション（デジタル前提）」と明確に区別してい
ます 4。 

●​ アナログを前提（Analog Premise）: 
○​ 価値の源泉は「モノ（ハードウェア）」。 
○​ 顧客との関係は「所有」と「点（トランザクション）」。 
○​ 成長モデルは「リニア（資源投入量に比例した成長）」。 
○​ 提供できる価値は「交換価値」「機能価値」「知覚価値」の3つに限定される 4。 

●​ デジタルを前提（Digital Premise）: 
○​ 価値の源泉は「コト（体験）」と「データ」。 
○​ 顧客との関係は「利用」と「線（常時接続）」。 
○​ 成長モデルは「ノンリニア（ネットワーク効果による指数関数的成長）」。 
○​ 提供価値は上記3つに加え、「体験価値（Experience Value）」と「共感価値（Empathy 

Value）」を含む5つに拡張される 4。 

トヨタの変革は、この「前提」を書き換えることから始まります。 

2.2. ツインターボ顧客価値創造エンジン 
デジタル時代において、勝者となるビジネスは「ツインターボ」の価値創造メカニズムを持っています 
4。 

●​ ターボチャージャー1（高速・高頻度・高成功率）: 
○​ ソフトウェアの力を用いて、顧客の課題解決（価値提供）を高速かつ高頻度に行います。従
来の自動車開発サイクル（数年）ではなく、OTA（Over The Air）による数日・数週間単位の
アップデートがこれに該当します。 

●​ ターボチャージャー2（ネットワーク効果による自己増幅）: 
○​ 「場（プラットフォーム）」に参加するプレイヤー（顧客、パートナー、開発者）が増えるほど、
データが蓄積され、サービスが多様化し、価値が自動的に増幅する仕組みです。これによ

り、リニアな労働集約型の成長限界を突破します。 

2.3. 無選択型意思決定理論 
生成AI時代の到来により、人間の意思決定プロセスは「選択型（自ら比較検討して選ぶ）」から「無選
択型（AIの提案を承認する）」へとシフトします 4。 

●​ 従来のマーケティング（認知→関心→比較→購入）は通用しなくなります。 
●​ 顧客にとっての「執事（AIエージェント）」の地位を確立した企業だけが、顧客の生活のあらゆる
意思決定（移動、購買、サービス利用）に関与できるようになります。 



3. 現状分析：トヨタのアナログビジネスモデルキャンバス 
まず、トヨタの現在のビジネスモデル（自動車製造・販売事業）を、DXPの「アナログビジネスモデル
キャンバス」の18の構成要素に基づいて詳細に分析します 4。 

3.1. アナログモデルの構造分析 
 

構成要素 (18の問い) トヨタの現状（アナログモデ

ル）の分析 
関連エビデンス 

1. 事業者は誰か？ 自動車メーカー（製造業者） 
 
高品質なハードウェアを製造

し、販売する主体として定義

されています。 

「幸せを量産する」というミッ

ションの下、ハードウェア製

造が中心 5。 

2. どのような場か？ 既存の自動車市場（マーケッ

ト） 
 
自ら創出した「場」ではなく、

競合他社（VW, GM, Tesla, 
BYDなど）がひしめく既存の
レッドオーシャン市場でシェア

を争っています。 

グローバル販売台数競争、

地域別シェア争い 3。 

3. 場の価値は？ 製品の選択肢と価格競争力 
 
市場という場において、顧客

は比較検討を行います。場

の価値は「多様な車が選べる

こと」に留まります。 

フルラインナップ戦略、マル

チパスウェイ戦略 7。 

4. 価値提供者は？ トヨタおよびサプライヤー 
 
価値は事業者側から一方的

に提供され、顧客は受動的

な受け手です。 

系列サプライチェーンによる

垂直統合型の価値提供 8。 

5. 価値享受者は？ 自動車購入者・ドライバー 
 
車の所有者および運転者が

主な対象です。 

個人オーナー、フリート事業

者 9。 



6. 顧客問題は？ 移動の必要性、安全性、ス

テータス 
 
A地点からB地点への移動、
事故のリスク、所有欲求など

が主な課題です。 

安全安心、移動の自由 10。 

7. 顧客価値は？ 【限定的】交換価値、使用価

値、知覚価値 
 
対価に見合う車（交換）、移

動機能（使用）、ブランド信頼

性（知覚）が中心。「体験価

値」や「共感価値」は限定的

です。 

QDR（品質・耐久性・信頼性）
への高い評価 11。 

8. 変換プロセス（事業者） 企画・開発・製造（TPS） 
 
長年のノウハウ（TPS）によ
り、高品質な車を効率的に生

産することで問題を解決しま

す。 

ジャストインタイム、自働化 12

。 

9. 変換プロセス（顧客） なし（受動的消費） 
 
顧客が価値提供に関与する

仕組みはほぼ存在しませ

ん。 

顧客は完成品を購入し、消

費するのみ。 

10. 価値伝達手段 ディーラー網（物理的接点） 
 
世界中の販売店を通じた対

面販売・サービス提供が主軸

です。 

約5,000店舗の国内販売
網、グローバルディストリ

ビューター 13。 

11. 対価 車両代金＋メンテナンス費用 
 
ハードウェアの所有権移転に

伴う一時金（売り切り）が収益

の柱です。 

車両販売売上が収益の大部

分を占める 2。 

12. 事業者の収益 車両販売マージン 
 

営業利益率の確保が重要指

標 14。 



製造コストと販売価格の差益

（グロスマージン）。 

13. 提供者の収益 なし 
 
顧客（価値提供者としての側

面がないため）への金銭的還

元はありません。 

- 

14. 収集データ 車両挙動データ（品質保証

用） 
 
DCM（Data Communication 
Module）からデータは収集さ
れていますが、主目的は

R&Dや品質改善です。 

車両の故障予知、位置情報

など 15。 

15. データ→顧客価値 限定的（安心・安全） 
 
故障時の連絡（ヘルプネット）

など、マイナスをゼロにする

価値が中心です。 

T-Connect、Safety Connect 
16。 

16. データ→場の価値 活用不十分 
 
収集データがエコシステム全

体の価値（他社サービスとの

連携など）に十分転換されて

いません。 

データのサイロ化、外部連携

の限定性。 

17. ネットワーク効果 なし（リニア） 
 
車が売れれば売れるほど、

次の1台が売れやすくなる構
造（ネットワーク効果）は弱い

です。 

規模の経済（スケールメリッ

ト）は働くが、ネットワーク効

果ではない。 

18. 成長モデル リニアな成長（線形） 
 
売上を2倍にするには、工場
と人員を概ね2倍にする必要
があります。労働集約・資本

集約型の限界があります。 

資源投入量に依存した成長

モデル 4。 



3.2. アナログモデルの限界とリスク 
3.2.1. 「リニアな成長」の限界とコモディティ化の波 

トヨタの現状モデルは「リニアな成長」の極致です。しかし、このモデルは「資源の制約」と「収穫逓減

の法則」に縛られます。さらに、EVシフトに伴い、自動車の構造が簡素化することで参入障壁が低下
し、中国メーカー（BYD、Xiaomiなど）の台頭によるハードウェアのコモディティ化が加速しています 17

。Xiaomiが掲げる「人×車×家」のエコシステム戦略は、車単体ではなく生活全体を包括するものであ
り、単なる「良い車」だけでは対抗できない領域に競争がシフトしています 19。 

3.2.2. デジタル・ディスラプターとのバリュエーション格差 

株式市場における評価（時価総額やPER）において、テスラなどの「デジタル・プレミス」を持つ企業と
トヨタの間には依然として大きな乖離が存在します 20。これは、市場がテスラの「FSD（完全自動運
転）ソフトウェア」や「ロボタクシーネットワーク」による将来のノンリニアな利益成長（限界費用ほぼゼ

ロでの収益拡大）を織り込んでいるのに対し、トヨタに対しては「製造業としてのリニアな成長」しか期

待していないことを意味します。 

3.2.3. データの「死蔵」とエコシステムの欠如 

トヨタは世界中で1億台以上の保有台数（インストールドベース）を持っていますが 21、この巨大なア

セットがデジタル的なネットワーク効果を生んでいません。DCM標準搭載によりデータは集まってい
ますが、それが「顧客体験の個別化（パーソナライズ）」や「サードパーティを巻き込んだオープンイノ

ベーション」に十分に繋がっておらず、データが単なる「整備記録」や「品質保証データ」として死蔵さ

れているリスクがあります。 

4. 将来予測：デジタル・プレミスが支配する世界 
DXPの「無選択型意思決定理論」および各種産業トレンドに基づき、2030年に向けた市場環境の変
化を予測します。 

4.1. 「選ばない顧客」の出現 
生成AIエージェントの進化により、顧客は「検索→比較→検討」というプロセスを放棄します。 

●​ Before: 顧客はWebサイトでスペックを比較し、試乗し、車種を選ぶ。 
●​ After: 顧客はAIエージェントに「週末の家族旅行の移動手段を手配して」と頼むだけ。AIは顧客
の好み、予算、交通状況を分析し、最適な車両（所有車、またはオンデマンドの自動運転車）を

配車する 4。​
この世界では、顧客との直接的なインターフェース（AIエージェント）を握る者が、商流の全てを
支配します。トヨタがその「執事」を持たなければ、GoogleやApple、あるいはAmazonのAIに
「下請け」として使われるだけの存在になりかねません。 

4.2. SDV（Software Defined Vehicle）による価値の転換 



車の価値はハードウェア（走る・曲がる・止まる）から、ソフトウェア（OS、アプリ、AIエージェント）へと
完全に移行します 22。 

●​ 車は購入時が最高価値ではなく、購入後にソフトウェアアップデートで進化し続ける「サービス」
となります。 

●​ Arene OSのような車載OSプラットフォームが、スマホにおけるiOSやAndroidのような地位を確
立できるかが勝負の分かれ目となります 24。 

4.3. モビリティのアンバンドル化と再統合 
「所有」から「利用」へのシフト（MaaS）は不可逆です。KINTOのようなサブスクリプションや、Uber、
Robotaxiのようなオンデマンドサービスが普及することで、移動は「所有する財」から「必要な時に利
用する機能」へとアンバンドル化されます 9。 
一方で、Xiaomiの「Human x Car x Home」のように、移動と住居、スマートフォンが1つのIDとOSで統
合される「再統合」の動きも加速します 18。トヨタはこの「生活の再統合」においても中心的な役割を
果たす必要があります。 

5. 新ビジネスモデル提案：デジタル・ルールチェンジャー 
以上の分析に基づき、トヨタが目指すべき「デジタルビジネスモデルキャンバス」を提案します。 
コンセプトは、**「Toyota Mobility Life OS（トヨタ・モビリティライフ・OS）」**です。 
これは、単に車を作るのではなく、人々の移動と生活を支える基本ソフト（OS）となり、社会全体のプ
ラットフォーマーとなる戦略です。 
5.1. 「場」の創造（Creation 1: Place） 
Q1. 事業者は誰か？ 

●​ 提案: 「ライフ・プラットフォーム・オーケストレーター」としてのトヨタ 
●​ ハードウェアメーカーから、移動・エネルギー・生活データを統合管理するプラットフォーマーへ
と自己定義を再構築します。 

Q2. どのような顧客価値交換（共創）の場か？ 

●​ 提案: 「ハイパー・インテグレーテッド・モビリティ・エコシステム」 
●​ Woven Cityを実験場とし、Arene OSをデジタル基盤とする、物理とデジタルが融合したエコシス
テムです。 

●​ ここでは、車だけでなく、家、街、エネルギーグリッドが接続され、開発者（3rdパーティ）が自由
にサービスを開発できる「オープンな場」を提供します 24。 

Q3. 場の価値は？ 

●​ 提案: 「フリクションレス・リビング（摩擦なき生活）」と「拡張される身体性」 
●​ 移動に伴うあらゆるストレス（渋滞、事故、手配の手間、環境負荷）をゼロにし、移動の自由を最
大化すること。そして、開発者が参加することで、車内でできる体験（エンタメ、仕事、健康管理）

が無限に増え続けること自体が場の価値となります。 



5.2. 顧客の創造（Creation 2: Customer） 
Q4. 顧客[価値提供者]は誰か？ 

●​ 提案: サードパーティ開発者、ローカルビジネス、そして「ユーザー自身」 
●​ 従来のサプライヤーに加え、Arene OS上でアプリを作る開発者 24、Woven Cityで実証実験を
行うパートナー企業（食、物流、教育など） 10 を価値提供者として招き入れます。 

●​ さらに、ユーザー自身も走行データや地域の道路情報を提供する「データプロバイダー」として
位置づけます。 

Q5. 顧客[価値享受者]は誰か？ 

●​ 提案: 「移動」を必要とするすべての人類と、「移動」に依存するすべての産業 
●​ ドライバーだけでなく、運転免許を持たない高齢者や子供、そして物流やサービスを最適化した
い法人、さらには都市OSとしての自治体も顧客となります。 

Q6. 顧客[価値享受者]にとっての顧客問題は？ 

●​ 提案: 「選択と操作の認知的負荷」および「移動の断絶」 
●​ 無選択型意思決定理論に基づき、最大の課題は「移動手段を選び、予約し、操作し、管理す
る」という一連の認知コストです 4。また、車を降りた瞬間にデジタル体験が途切れる「断絶」も課
題です。 

5.3. 価値の創造と提供（Creation 3: Value） 
Q7. 顧客[価値享受者]にとっての顧客価値は？（5つの価値） 4 

1.​ 交換価値: KINTOや従量課金による、初期コストの低減と透明性の高い価格設定 27。 
2.​ 使用価値: 「走る・曲がる・止まる」の極致としての安全性と、Arene OSによるSDV機能（常に最
新の状態）。 

3.​ 知覚価値: 「Guardian」による絶対的な安全神話と、環境貢献へのブランドイメージ。 
4.​ 体験価値（Turbo 1）: 「シームレス・パーソナライゼーション」。車に乗り込んだ瞬間、シート、空
調、音楽、ナビが、その時のユーザーの感情や体調（バイオメトリクス検知）に合わせて自動調

整される体験 28。 
5.​ 共感価値（Turbo 1）: 「AIパートナー（Yui）」。ユーザーの感情を理解し、寄り添い、共に成長す
るAIエージェントによる、機械を超えた情緒的な繋がり 30。 

Q8. 事業者は顧客問題を顧客価値にどう変換するか？ 

●​ 提案: 「無選択型AIエージェント」の実装 
●​ ユーザーが「旅行に行きたい」と呟くだけで、AIがスケジュール、天気、好みを分析し、「8時に自
動運転車を配車しました。お気に入りのコーヒーも車内に用意します」と提案・実行します。選択

の負荷をゼロにします。 

Q9. 顧客[価値提供者]は顧客問題を顧客価値にどう変換するか？ 

●​ 提案: Arene OSを通じたアプリ・サービス提供 



●​ 外部開発者は、車両データ（位置、車速、乗員状態）にアクセスできるAPIを利用し、例えば「乗
員が眠そうな時に自動的に起動するクイズアプリ」や「目的地周辺の空き駐車場予約」などを開

発し、ユーザーの課題を解決します 24。 

Q10. 顧客価値を顧客にどう届けるか？ 

●​ 提案: OTA（Over The Air）と「フィジタル」接点 
●​ 機能やサービスはOTAで瞬時に配信。物理的なサービス（メンテナンス、清掃）は、AIが予知し
てディーラー網と連携し、ユーザーが意識することなく「いつの間にか完了している」状態を作り

ます（プロアクティブ・ケア）31。 

5.4. 対価と稼ぎ方の創造（Creation 4: Revenue） 
Q11. 顧客価値に対する対価は何か？ 

●​ 提案: サブスクリプション料金、マイクロトランザクション、そして「データ」 
●​ 金銭的対価に加え、ユーザーの行動データや感情データ自体を、サービス向上のための対価
として定義します。 

Q12. 事業者は対価をどう得るか？（マルチレイヤー収益モデル） 

●​ レイヤー1（ハードウェア）: KINTOによる経常収益（リカーリング）。 
●​ レイヤー2（ソフトウェア）: SDV機能のオンデマンド課金（馬力アップ、自動運転機能の期間利用
など） 21。 

●​ レイヤー3（プラットフォーム）: Arene App Storeにおけるサードパーティ売上の手数料（レベ
ニューシェア）。 

●​ レイヤー4（データ）: 保険会社や自治体、インフラ企業への匿名化データ提供による収益 15。 

Q13. 顧客[価値提供者]は対価をどう得るか？ 

●​ 提案: レベニューシェアとトークンエコノミー 
●​ アプリ開発者には売上の70%を還元。データ提供を行うユーザーには、メンテナンス割引やデ
ジタルコンテンツ購入に使える「トヨタ・ポイント（またはトークン）」を付与し、エコシステムへの参

画インセンティブを高めます。 

5.5. 回し方の創造とデータ活用（Creation 5: Operations） 
Q14. どのようなデータを場から収集するか？ 

●​ 提案: 「ディープ・コンテキスト・データ」 
●​ 従来の車両走行データ（CANデータ）に加え、車内カメラやウェアラブル連携によるバイオメトリ
クス（心拍、視線、感情）、車外の環境データ（路面状況、天候）、そしてユーザーのライフログ

（カレンダー、購買履歴）を統合して収集します 28。 

Q15. データを顧客価値にどう変換するか？ 

●​ 提案: 「予知と先回り」 
●​ 収集したデータを生成AIで解析し、「故障する前に部品を交換する」「渋滞に巻き込まれる前に



ルートを変える」「疲れる前に休憩を促す」といった、予知的価値に変換します 16。 

Q16. データを場の価値にどう変換するか？ 

●​ 提案: 「群知能（Swarm Intelligence）」の形成 
●​ 1台の車が学習した危険箇所や効率的な走行パターンを、クラウド経由で全車両に即座に共
有。1人が経験した価値が、即座に1億人の価値になります。これにより、トヨタ車に乗れば乗る
ほど、社会全体の安全と効率が向上します。 

5.6. 成長の創造（Creation 6: Growth） 
Q17. どのようなネットワーク効果を発揮するか？ 

●​ 提案: クロスサイド・ネットワーク効果 4 

●​ ユーザーが増える（データが増える）→ AIが賢くなる・魅力的なアプリが増える → 更にユー
ザーが増える、という正のフィードバックループを構築します。特に、Arene OS上でサードパー
ティ開発者が増えることが、ハードウェアの魅力を高める鍵となります。 

Q18. どのような成長が可能か？ 

●​ 提案: ノンリニアな成長（指数関数的成長） 4 

●​ ハードウェアの販売台数に比例するリニアな成長から脱却し、ソフトウェアとサービスの収益が
インストールベース（1億台）に対して乗数的に積み上がる成長モデルへと転換します。物理的
な製造リソースを増やさずに、収益と利益率を飛躍的に高めることが可能になります。 

6. 比較評価：アナログ vs. デジタル 
評価軸 トヨタの現状（アナログモデ

ル） 
提案モデル（デジタル・ルー

ルチェンジャー） 

ビジネスの前提 「所有」と「モノ」 
 
良い車を作って売ることが

ゴール。 

「利用」と「体験」 
 
車は体験の入り口（ノード）。

移動と生活の質を高め続け

ることがゴール。 

価値創造エンジン 自然吸気（リニア） 
 
自社努力による改善。1の努
力で1の成果。 

ツインターボ（ノンリニア） 
 
AIによる高速化×ネットワーク
効果。1の努力がN倍の成果
に。 

顧客との関係 点（Transaction） 線（Engagement） 



 
数年に一度の購入時がピー

ク。 

 
24時間365日、AIエージェント
が寄り添う「常時接続」。 

意思決定 選択型（マーケティング） 
 
顧客に選ばせるための説

得。 

無選択型（AI執事） 
 
顧客の代わりに選び、承認を

得る信頼関係。 

収益構造 フロー型（売り切り） 
 
販売台数に依存。景気変動

に弱い。 

ストック型（LTV）＋プラット
フォーム 
 
保有台数×ARPU（ユーザー
平均単価）。安定かつ高収

益。 

競争優位の源泉 すり合わせ技術（TPS） 
 
ハードウェアの品質とコスト。 

データグラビティ（データの重

力） 
 
1億台から吸い上げるデータ
量と、そこから生まれるAIの
賢さ。 

成長の質 線形（Linear） 
 
リソース投入量に比例。 

非線形（Exponential） 
 
ソフトウェアとネットワークに

よる爆発的成長。 

評価: 
現状のアナログモデルは、完成度は極めて高いものの、競争環境の変化（EV化、SDV化、中国勢の
台頭）に対して構造的に脆弱です。特に「ハードウェアのコモディティ化」が進む中で、利益率を維持

することは困難になります。 
対して提案モデルは、トヨタが持つ「1億台のインストールベース」という最大の資産を、「負債（メンテ
ナンス対象）」から「金のなる木（データ生成装置・サービス提供基盤）」へと転換します。これにより、

テスラやBYDに対しても、ハードウェアのスペック競争ではなく、エコシステム全体の価値で圧倒的な
優位性を築くことが可能です。 

7. 競争優位性とリスク 
7.1. 競争優位性：なぜトヨタが勝てるのか？ 



GAFAやテスラ、中国勢に対して、トヨタが「ルールチェンジャー」として勝てる理由は以下の3点です。 

1.​ 圧倒的なリアル・アセット（1億台×5,000拠点） 
○​ デジタル企業はサイバー空間には強いですが、フィジカル空間への介入能力は限定的で
す。トヨタは世界中に1億台の動くセンサー（車）と、顧客のケアができる物理拠点（ディー
ラー）を持っています。この「フィジタル（フィジカル×デジタル）」の結合こそが、完全なバー
チャル企業には模倣できない参入障壁となります 13。 

2.​ 「信頼（Trust）」というブランド資産 
○​ 「無選択型意思決定」において最も重要なのは、AIエージェントへの「信頼」です。「命を預
けられる品質」を長年提供してきたトヨタブランドは、新興のテック企業よりも「安心・安全な

執事」として選ばれるポテンシャルを持っています 34。 
3.​ Woven Cityという実証実験都市 

○​ モビリティ、エネルギー、住居を統合した実験都市を自前で持っていることは、エコシステム
開発において決定的なリードタイムの短縮をもたらします。ここで失敗を高速で繰り返し

（ターボ1）、成功モデルをグローバルに展開できます 10。 

7.2. リスクと対策 
1.​ イノベーションのジレンマ（社内文化の衝突） 

○​ リスク: 既存のハードウェア部門（稼ぎ頭）の発言力が強く、ソフトウェアやサービス部門へ
のリソースシフトが進まない、あるいは意思決定が遅れるリスク。 

○​ 対策: Woven by Toyotaのようなデジタル部隊に、車両OS（Arene）の開発だけでなく、車両
企画の上流権限（ハードウェアの仕様決定権）の一部を移譲する。「屋上屋を架す」のでは

なく、デジタルがハードを定義する構造へ組織を変革する 35。 
2.​ ソフトウェア人材の不足と質 

○​ リスク: 優秀なAIエンジニアやソフトウェア開発者が、テックジャイアントに比べて確保できな
い。 

○​ 対策: 「自動車会社」ではなく「モビリティライフOS企業」としてのブランディング強化。また、
外部パートナー（AWS, Microsoft, サードパーティ開発者）を積極的に活用するエコシステ
ム型の開発体制への移行 36。 

3.​ データプライバシーとセキュリティ 
○​ リスク: 「無選択型」を実現するための深いデータ収集が、プライバシー侵害と受け取られ
る、あるいはサイバー攻撃を受けるリスク。 

○​ 対策: 「Privacy by Design」の徹底と、データ利用の透明性確保。ユーザーメリット（利便
性、割引）との明確なバーター取引の提示。ブロックチェーン技術等を活用したセキュアな

データ管理基盤の構築 38。 

8. 結論：経営層へのメッセージ 
「自動車を作る会社」から、「生きるを動かす会社」へ。 

豊田章男会長（当時社長）は「自動車をつくる会社からモビリティ・カンパニーへモデルチェンジする」



と宣言されました 5。本提案書は、その宣言を「ビジネスモデルの構造」レベルで具現化するための
処方箋です。 

現在、トヨタは「ゲームチェンジャー」として、EVや水素、全固体電池といった技術で戦おうとしていま
す。しかし、その戦場はあくまで「自動車を売る」という古いルールの延長線上にあります。そこでは、

低コスト化とコモディティ化の波に飲み込まれる未来が待っています。 

ルールを変えてください。 

世界中の道で動いている1億台のトヨタ車を、単なる移動手段から、人々の生活を支え、データを価
値に変え、ソフトウェアで進化し続ける「端末」へと再定義してください。 
顧客が車を選ぶのではなく、トヨタのAIエージェントが顧客の人生のパートナーとして選ばれる未来を
作ってください。 
そのためには、以下の3つの決断が必要です。 

1.​ デジタル・プレミスへの完全移行: 既存のアナログプロセスの延長ではなく、デジタルを前提とし
た組織・評価制度への刷新。 

2.​ Arene OSとエコシステムの開放: 自前主義を捨て、世界中の知恵（開発者）をトヨタのプラット
フォームに呼び込む「場の開放」。 

3.​ 「無選択型」への挑戦: 顧客に選択肢を与えるのではなく、最適解を提示する責任と覚悟を持つ
こと。 

「良い車を作る」ことは、もはや前提条件（参加資格）に過ぎません。「良い生活（モビリティライフ）を

創る」ことこそが、デジタル時代の勝者の条件です。 
トヨタ自動車が、自動車産業の枠を超え、社会システムのOSとなる「ルールチェンジャー」へと進化
することを強く提言します。 

以上 
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